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関

高

橋

第
十
四
回
大
会
で
は
看
護
切
手
や
看

護
用
品
の
展
示
等
新
し
い
企
画
も
試
み

ら
れ
、
講
演
・
研
究
報
告
や
分
科
会
も

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

来
年
の
十
五
回
大
会
（
名
古
屋
）
を

前
に
、
学
会
活
動
の
一
つ
の
指
標
と
な

る
研
究
発
表
に
関
し
て
、
大
会
時
針
研

究
報
告
や
分
科
会
報
告
の
数
と
学
会
誌

の
論
文
及
び
講
演
そ
の
他
の
数
を
整
理

し
て
み
ま
し
た
。

大
会
時
の
研
究
報
告
と
分
科
会
報
告

は
、
表
一
の
通
り
、
若
干
の
変
動
は
み

ら
れ
ま
す
が
、
研
究
報
告
は
毎
年
四
～

五
題
、
分
科
会
報
告
は
企
画
に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
実
施
時
に
は
五
～
八
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
推
移
で
す
。

†一
方
、
学
会
誌
の

l
論
文
数
は
、
表
二

の
通
り
毎
号
一
～
二
題
で
あ
け
全
く
一

題
も
な
い
年
も
あ
り
ま
す
。
学
会
誌
と

し
て
は
寂
し
い
限
り
で
す
。
今
後
は
、

も
っ
と
会
員
の
研
究
成
果
を
投
稿
し
て

い
た
だ
き
数
々
の
研
究
論
文
が
掲
載
さ

れ
て
、
看
護
歴
史
関
係
の
看
護
界
唯
一

の
学
会
誌
と
し
て
よ
り
充
実
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
願
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
回
看
護
歴
史
文
献
を
調
べ

る
作
業
を
し
て
い
る
中
で
、
看
護
関
係

雑
誌
掲
載
以
外
の
文
献
を
検
索
す
る
に

は
非
常
に
困
難
を
覚
え
ま
し
た
。
特
に

各
学
会
誌
・
学
術
集
会
誌
及
び
大
学
・

短
期
大
学
紀
要
掲
載
の
文
献
は
、
手
作

業
で
行
う
以
外
の
方
策
は
な
い
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。
看
護
関
係
賂
誌
掲
載
文

献
は
医
中
誌
に
採
録
さ
れ
打
そ
れ
以
外

は
ほ
と
ん
ど
採
録
さ
れ
て
い
な
、
い
か
ら

で

す

〇

・

　

　

　

　

、

こ
の
時
、
看
護
歴
史
文
献
検
索
に
一

番
活
用
で
き
た
の
は
、
本
学
会
誌
の
看

護
歴
史
関
係
文
献
目
録
（
看
護
関
係
雑

誌
・
看
護
系
大
学
紀
要
）
　
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
本
学
会
誌
が
あ
る
こ
と

は
、
本
学
会
会
員
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
、

い
み
じ
く
も
、
一
緒
に
作
業
し
た
方

日
く
、
「
こ
の
よ
う
な
学
会
誌
が
あ
る

な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
検
索
に

載
っ
て
こ
な
い
し
…
…
も
っ
た
い
な
い
。

歴
史
研
究
を
し
て
い
な
い
者
が
読
ん
で

も
面
白
い
し
、
そ
れ
で
い
て
水
準
の
高

さ
を
感
じ
ま
す
。
看
護
学
教
育
者
の
中

に
学
会
誌
を
活
用
し
た
い
方
も
居
る
で

し
ょ
う
に
」
と
。
　
　
．

本
会
は
、
手
作
り
の
会
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
十
四
年
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
。
誰

も
が
容
易
に
検
索
で
き
、
研
究
成
果
を

研
究
や
教
育
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
そ
ろ
そ
ろ
本
学
会
の
学

会
誌
及
び
大
会
プ
ロ
グ
㌢
ム
・
抄
録
集

の
あ
り
方
や
編
集
の
方
法
な
ど
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
発
足
十
五
年
目
を
節
目
に
、
い
っ
そ

う
学
会
が
発
展
し
て
い
ぐ
よ
う
、
皆
様
－

の
英
知
を
だ
し
あ
っ
て
努
力
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
．
　
I

第
十
五
回
大
会
予
告
〃
‥
　
　
．

◆
開
催
期
日

．
平
成
十
三
年
八
月
二
十
四
日
（
金
）

～
八
月
二
十
五
日
（
土
）

◆
テ
ー
　
マ

「
看
護
史
を
ひ
ろ
げ
る
」

◆
会
　
　
場

名
古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部
棟

◆
内
　
　
容

第
一
日
目

講
演
、
研
究
発
表
、
総
会
、
懇

親
会

第
二
日
目

∴
　
分
科
会
、
他
に
写
真
展
な
ど

◆
研
究
発
表
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

ー
研
究
発
表
を
希
望
す
る
方
は

・
演
題
名
と
氏
名
、
所
属
、
会
員
番

号
、
連
絡
先
を
記
入
し
た
官
製
は

が
き
に
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

・
演
題
締
め
切
り

・
平
成
十
三
年
四
月
十
日

グ
　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

∵
抄
録
提
出
は
六
月
末
日
で
す
。

↑
送
り
先

勺
名
古
屋
市
立
大
学
看
護
学
部

．
〒
四
六
七
－
八
六
〇
一

r
㍉
名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町

．
　
　
芋
川
澄
一
番
地

ナ

　

／

も

（
表
は
2
貢
に
掲
載
）

屯
∵
ノ
叫
べ

■
へ
1
．
、
j
t
．
．

大
平
　
政
子
宛
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第
十
四
回
大
会
報
告

特
別
講
演
「
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
と
散
票
髄
鋸
Ⅷ
機
彪

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授
　
封
　
一

日
本
と
ド
イ
ツ
は
、
第
二
次
大
戦
に

お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
、
敗
戦
と
無
条

件
降
伏
、
戦
後
の
め
ざ
ま
し
い
復
興
と

い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し

戦
後
の
ド
イ
ツ
は
、
一
貫
し
て
過
去
を

反
省
し
、
ナ
チ
ズ
ム
を
払
拭
し
よ
う
と

努
力
し
て
き
た
。
今
夏
の
ド
イ
ツ
旅
行

で
視
察
し
た
施
設
と
関
連
さ
せ
て
、
ド

イ
ツ
の
教
育
に
つ
い
て
語
り
た
い
。

ベ
ル
リ
ン
抵
抗
記
念
館
は
、
ヒ
ト
ラ
ー

の
暗
殺
計
画
が
失
敗
し
た
「
一
九
四
四

年
七
月
二
〇
日
事
件
」
を
顕
彰
す
る
た

め
に
一
九
五
三
年
設
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
郊
外
に
あ
る

グ
ッ
ハ
ウ
強
制
収
容
所
は
、
ヒ
ト
ラ
ー

が
一
九
三
三
年
政
権
を
と
っ
て
す
ぐ
に

設
け
ら
れ
、
そ
の
後
の
強
制
収
容
所
の

モ
デ
ル
と
さ
れ
た
。
一
九
四
五
年
ま
で

に
二
十
二
万
六
千
人
余
り
を
収
容
、
三

万
人
以
上
を
殺
害
し
た
。
現
在
は
独
房

を
博
物
館
に
し
、
記
念
碑
に
は
N
i
e

W
i
d
e
r
（
N
e
く
e
r
A
g
a
i
n
）
と
刻
ま
れ

て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
郊
外
の
テ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ゼ
ー

小
学
校
は
、
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
で
有
名

な
ア
ド
ル
フ
・
ラ
イ
ヒ
ヴ
ァ
イ
ン
が
教

青
を
実
践
し
た
学
校
で
あ
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
が
率
い
た
ナ
チ
体
制
は

「
君
は
何
者
で
も
な
く
君
の
民
族
が
す

べ
て
で
あ
る
」
と
い
う
狂
言
的
な
ド
イ

ッ
民
族
至
上
主
義
、
生
物
学
的
民
族
論

に
よ
っ
て
「
劣
等
な
」
民
族
を
排
除
し

た
。
ナ
チ
ズ
ム
の
教
育
は
類
型
的
同
化

の
作
用
と
し
て
の
教
育
、
つ
ま
り
青
少

年
の
個
性
を
無
視
す
る
「
金
太
郎
飴
」

的
人
間
の
再
生
産
で
あ
っ
た
。

政
治
的
抵
抗
運
動
は
現
在
で
も
、

「
ド
イ
ツ
の
良
心
の
証
」
と
し
て
政
治

教
育
の
題
材
と
さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
は
、
九
十
八
％
が
キ
リ
ス
ト

教
徒
で
あ
り
、
ヰ
リ
ス
ト
教
が
道
徳
の

基
盤
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
f
ナ
チ
ス
・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
自
ら
を
政
治
宗
教
と

し
、
宗
教
と
教
会
を
弾
圧
し
た
。

ラ
イ
ヒ
ヴ
ァ
イ
ン
を
反
ナ
チ
ス
行
動

に
駆
り
立
て
た
も
の
は
良
心
の
蜂
起
で

あ
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
、
教
育
は
主
体

的
自
己
の
形
成
を
す
る
こ
と
で
あ
る
と

い
う
信
念
を
貫
い
て
、
ナ
チ
ズ
ム
教
育

と
安
易
な
妥
協
を
し
な
か
っ
た
。
一
九

三
九
年
五
月
、
－
第
二
次
夫
戟
働
発
直
前

に
、
彼
は
テ
ィ
ー
ブ
エ
ン
ゼ
ー
農
村
学

校
を
退
き
、
「
国
立
ド
イ
ツ
民
族
学
博

物
館
」
の
部
長
に
な
り
ハ
炎
ク
ラ
イ
ザ
ウ
・

第1回～第14回看護歴史学会大会
研究報告と分科会話題報告数

表1

年 回 ・研究報 告 分科会 計

1887 i≒ も 1 14 15

1988 2 2 7 9

1989 3 1 5 6

1990 4 3 8 11

199 1 5 0 4 4

1992 6 2 6 8

1993 7 ・　 0 －8 8

1994 8 5 8 13

1995 9 0 8 8

1996 1．0 6 6 12

1997 11 4 4 8

1998 12 5 0 5

1999 13 4 1 5

20PO 14 4 ． 6 ・＿10

（日本看護歴史学会大会抄録集に基づき作成）

表2．謂讐嘉謡苧品芸蒜雷韻号
年 仁コ1亨 講 演 等 論 文 計

1 9 8 8 1 1 ，1 2

1 9 8 9 2 1 4 5

1 9 9 0 3 2 1 3
1 9 9 1 4 2 ■ 0 2

1 9 9 2 5 3 1 4

1 9 9 3 6 1 1 2

1 9 9 4 7 1 1 2

1 9 9 5 8 2 1 ・・　 3

1 9 9 6 1 0 6 6 1 2

1 9 9 7 1 0 3 1 4

1 9 9 8 1 1 5 0 5

1 9 9 9 1 2 近 刊

2 0 0 0 1 3 近 刊

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、
政
治
的
抵
抗
者

と
な
っ
た
。
そ
し
て
ナ
チ
ス
以
後
の
ド

イ
ツ
の
改
造
を
討
議
し
、
戦
後
の
文
部

大
臣
に
な
る
こ
と
に
擬
せ
ら
れ
て
い
た
。

ラ
イ
ヒ
ヴ
ァ
イ
ン
や
モ
ル
ト
ケ
の
ク

ラ
イ
ザ
ウ
・
グ
ル
ー
プ
の
目
標
は
「
ド

イ
ツ
人
民
の
覚
醒
」
で
あ
っ
た
。
そ
の

考
え
の
基
本
は
「
ナ
チ
ズ
ム
は
物
質
的

な
価
値
を
過
大
評
価
し
、
将
神
的
な
価

値
と
人
間
と
し
て
の
基
礎
を
失
っ
た
誤
っ

た
発
展
の
終
着
点
で
あ
る
。
r
大
衆
人
」

は
生
き
る
こ
と
へ
の
不
安
か
ら
、
確
実

性
を
願
っ
て
ナ
チ
ズ
ム
に
逃
げ
込
み
、

取
り
込
ま
れ
た
の
だ
。
ド
イ
ツ
人
民
は

精
神
的
に
覚
醒
し
、
．
自
ら
判
断
で
き
る

人
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

政
教
分
離
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会

の
流
れ
で
あ
る
が
、
彼
ら
抵
抗
者
に
す

れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
の
思
想
は
、
自
国
民
族
の
み
で
な
く
、

他
の
民
族
・
国
民
と
共
生
す
る
普
遍
的

な
思
想
と
い
え
る
。
隣
人
愛
に
根
ざ
す

キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
を
根
本
的
に
再
生

す
る
こ
と
は
世
俗
化
し
た
世
界
に
あ
っ

て
も
、
決
し
て
時
代
錯
誤
で
は
な
く
、

ナ
チ
ス
に
よ
る
破
壊
と
野
蛮
の
状
態
を

克
服
す
る
道
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
戦
後
の
ド
イ
ツ
は
先
進
国
に
お
い
て

独
自
の
　
「
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
復
権
」

と
い
う
教
育
の
骨
格
を
形
成
し
た
。

り
戟
後
復
興
の
中
で
、
ネ
チ
・
ナ
チ
と

い
う
極
右
集
団
も
出
現
し
て
い
る
が
、

抵
玩
運
動
が
残
し
た
キ
リ
ス
廿
教
的
ヒ
ユ
ー

マ
ニ
ー
ズ
法
に
も
と
づ
く
教
育
は
、
二
十

丁
世
紀
に
は
さ
ら
に
強
く
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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第
一
日
目
は
、
山
本
捷
子
会
長
の
講

演
「
歴
史
に
学
ぶ
看
護
の
智
彗
！
わ

ざ
こ
こ
ろ
」
を
皮
き
り
に
、
特
別
講
演
、

研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
発

表
は
四
題
、
時
間
的
に
も
十
分
、
全
日
貝

参
加
で
熱
心
に
討
論
で
き
ま
し
た
。
二

日
目
は
、
米
国
看
護
史
学
会
の
動
き
に

つ
い
て
依
田
氏
よ
り
報
告
の
あ
っ
た
後

六
つ
の
分
科
会
に
分
れ
て
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
両
日
を
通
し
貴
重
な
史
料
展
示

が
あ
り
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ひ
と

つ
の
用
具
か
ら
看
護
方
法
の
変
遷
に
談

義
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
声

を
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
ま
す
と
「
ド
イ

ツ
に
対
す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
、
素
晴

ら
し
い
働
き
を
し
た
事
実
の
発
掘
に
感

銘
を
受
け
た
」
等
好
評
で
し
た
。
今
大

会
は
日
赤
秋
田
短
大
の
先
生
方
を
中
心

史料展示模様

日本看護歴史学会1999年度会計報告
●99．7．1－’00．3．31

学会長講演

と
し
た
実
行
委
員
会
の
皆
様
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
を
反
映
し
て
大
変
ス
ム
ー

ス
に
居
心
地
良
く
運
営
さ
れ
、
充
実
し

た
二
日
間
で
し
た
。
（
感
謝
）

研
究
発
表
は
次
の
四
題
で
す
。
紙
面

の
都
合
上
テ
ー
マ
と
発
表
者
の
み
と
し

ま
し
た
。

①
　
広
島
に
お
け
る
米
国
篤
志
看
護
婦

（
マ
ツ
ギ
ー
女
史
〓
汀
）
　
の
活
動

田
村
典
子
（
広
島
県
立
保
健
福
祉
短

期
大
学
）

②
　
占
領
期
に
お
け
る
保
健
婦
助
産
婦

看
護
婦
法
改
正
そ
の
2
　
田
中
幸
子

（
北
里
大
学
看
護
学
部
）

③
　
戦
後
北
海
道
に
お
け
る
看
護
基
礎

教
育
の
歴
史
的
発
展
一
九
四
五
－

一
九
九
八
　
山
田
玲
子
（
北
海
道
教

育
大
学
札
幌
校
）

④
　
戦
後
か
ら
本
土
復
帰
ま
で
の
沖
縄

に
お
け
る
看
護
教
育
の
史
的
考
察

大
嶺
千
枝
子
（
沖
縄
県
立
看
護
大
学
）

日本看護歴史学会　2000年度予算
収入の部

項　　　 目 予　 井　 領 決　 井　 領 差　 引　 額

前年度繰 越 金 601，752 601，752 0

会　　　　　 費 680．㈱ 　 636，000
会 見 143口

新入会員 16口

44，∝氾

寄付 金そ の他 　 50，000

●

　 45，920
会誌等売上 （29，720）
印 税 （16，200）

　●

4，080

合　　　 計 1．331，752 1，283，672 48＿，鱒p

■支出の郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’99・7・1～’00・3・31

項　　　 目 予　 井　 領 決　 井　 領 差　 引　 額

率朔経費 300 ．㈱ 105，401 194，599

印　 刷　 費 （30，㈱ ） （52．702）

通　 信　 費 （170．∝氾） （36，000）

文具、その他 （100 ，∝氾） （16．699）

幹事会開梱餌 200，000 105，350 9人6鱒

出 版 餌 360．0（氾 40，950 319．050　●

会報先行費 （60，∝氾） 会報32号 （21，000 ）

学会誌発行賛 （300．㈱ ） 会報33号 （19，950）

会 員 名 簿 費 0 0 0

予　　 備　　 賢 471，752 0 471．752

合　　　 計 1，331，752 251，701 】．080，051

次年度への繰越金

収入朝1，283．672円一支出領251，701円＝1，031，971円（会計監査報告）監査の結果、上記報告書は日本看護歴史学会の1998年度の収支を適正に表示していることを認めます。平成12年7月30日　　会計監査　五十嵐　　節　印平成12年7月19日　会計監査　竹　中　京　子　印

（単位　円）収入の部

境　　 目 予・・‾井　 領 揖　　 斐 前年皮決算額

前 年度繰 越 金 1．031．971 60 1．752

会　　　　　 費 ．　　 680，㈱ 170名×＠4．㈱ 636．∝氾

寄 付金 そ の他 50．㈱ 45，920

合　　　 計 1，761．971 1．283，672

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　円）

車　　 目 予　 井　 領 概　　　 要 前年度決算額

事柄経費 370，∝氾

会　 報　 2回

105．40 1

印　 刷　 費 （50，00 0） （52，702）

通．・Tl 信　 費 （170，000） 学会誌 1回 （36，∝氾）

文具 ・その他 （150．0（氾） 丁ル′り●ト代を含む （16．699）

幹事 会開 催 費 200，000 105，350

出 版 費

会報 発 行 費

360．00 0

（60．000 ） 年 2回

40，950

（21，∝氾）

（19．950）

（0）学会誌発行費 （300，000 ） 年 1回

会見名簿作成費 ∫　　　　　　　 0 （．1回／3 年） 0

　 ー予 ・・輔． 費 、　　 831，971 （委艮会開催費含む） 0．

合　 ．．計 、 1，761．971 251．701
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
総
会
で
の
決
定
事
項
－

総
会
議
事
は
す
べ
て
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ⅲ
平
成
十
一
年
度
活
動
報
告

①
会
報
発
行
二
回
（
第
3

2
、
3
3
号
）

②
会
誌
発
刊
‥
現
在
1

2
号
編
集
中
で

未
発
行
③
大
会
開
催
‥
第
1

3
大
会

「
世
紀
を
超
え
て
、
看
護
の
未
来
」

大
阪
市
に
て
開
催

脚
平
成
十
一
年
度
決
算
報
告
並
び
に

会
計
監
査
報
告
‥
三
頁
に
掲
載

特
別
会
計
（
テ
レ
カ
収
支
等
）

報
告
‥
現
在
頗
一
、
三
二
二
、
三
九

二
円
㈲
平
成
十
二
年
度
活
動
計
画

①
国
内
・
外
そ
の
他
学
会
と
の
交
流

②
学
会
誌
、
会
報
の
発
刊
③
看
護
史

の
史
料
の
所
在
目
録
及
び
所
蔵
目
録

の
作
成
④
学
会
活
動
の
組
織
化

㈱
平
成
十
二
年
度
予
算
‥
3
頁
に
掲

兢㈲
平
成
十
二
年
度
会
計
監
査
の
選
任

細
越
幸
子
（
岩
手
）
、
滝
下
車
栄

（
京
都
）
の
両
氏

主
な
意
見
と
し
て
」
会
費
値
上
げ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
等
が
だ
さ

れ
、
今
後
の
検
討
課
題
に
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
／

◆
特
別
会
計
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
会

員
の
皆
様
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

F
A
X
、
E
・
m
a
i
－
、
文
書
等
で
四

月
末
ま
で
に
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
・

◆
学
会
誌
の
編
集
企
画
委
員
は
、
諸
事

情
に
よ
り
、
氏
家
幸
子
氏
、
吉
川
龍

子
氏
及
び
総
務
幹
事
が
当
分
の
問
、

担
当
し
ま
す
。
1

2
号
発
刊
に
向
け
て

鋭
意
努
力
中
で
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会

一
四
回
大
会
の
収
支
決
算
報
告

今
年
八
月
秋
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

一
四
回
大
会
の
収
支
決
算
を
左
記
の
と

お
り
報
告
し
ま
す
。

第
十
四
回
大
会
会
長
山
本
捷
子

本
会
会
計
大
平
政
子

玄
田
公
子

◆
会
費
納
入
の
お
願
い

二
〇
〇
〇
年
度
会
費
（
四
千
円
）
未

納
の
方
支
給
納
入
し
て
下
さ
い
。
な
お
、

未
納
額
を
確
認
さ
れ
た
い
方
は
会
計
大

平
政
子
氏
（
〒
4

6
7
－
8
6

0
1
名
古
屋
市
瑞
穂

区
瑞
穂
町
川
澄
一
名
古
屋
市
立
大
学

看
護
学
部
）
へ
ご
照
会
下
さ
い
。

な
お
、
会
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

年
会
費
を
三
年
以
上
滞
納
し
た
方
は
、

会
員
の
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
御
留
意
下
さ
い
。

◆
学
会
誌
第
二
二
二
四
号
原
稿
募
集
／

会
員
の
皆
さ
ま
、
日
頃
の
研
究
成
果

を
ご
発
表
下
さ
い
。
投
稿
希
望
の
方
は
、

事
務
局
ま
で
、
ご
一
報
下
さ
い
。

編
集
後
記

年
初
め
の
一
月
六
日
、
大
雪
に
も
め

げ
ず
参
集
し
た
幹
事
九
名
の
心
意
気
に

本
会
の
明
る
い
前
途
を
見
る
思
い
で
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
「
順
境
に
あ
っ
て
矯

ら
ず
、
逆
境
に
あ
っ
て
挫
け
ず
」
を
座

右
の
銘
に
し
て
い
る
友
の
心
情
を
想
う
。

（ふ）

◆
新
入
会
員
の
紹
介
は
次
号
で
し
ま
す
。

日本看護歴史学会第14回大会　決算報告書

収入の部

費　 目 金　 額 内　　　 訳

参 如 費 304，000 76名

懇親会費 152，000 由革　　 －

寄 付 金 52，000
日赤秋田短大
個人寄附・

合　　 計 508，000

支出の部

費　 目 金　 額 内　　　 訳

会 函 一旦 ∵‘十∵40，■288 ■会館借用料

印 、刷 費 80，850 開催案内・抄録

通 信 費 ↓
． 22，600

繭鹿案内送付

謝　　 金 50，000 講師謝礼

賃　 傘 53，000 ボランティア

接 待 費 51，217 昼食 ・お茶

椎　 柴 10，045 文具その他

l懇親会費 200，000 4，000 ×5b人分

合　　 計 ■508，000
　　　　　　　■▲

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
三
十
五
号

発
行
責
任
者
藤
村
龍
子

東
海
大
学
健
康
科
学
部
看
護
学
科

編
集
責
任
者
福
本
　
患

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

〒
禦
脚
　
京
綱
雛
銅
町
東
人

中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

岡
山
寧
子
・
福
本
　
恵

m
〇
七
五
1
二
一
二
－
五
四
四
二
山

賊
〇
七
五
－
二
二
丁
五
四
四
二
間

E
m
a
i
－
‥
計
a
y
a
m
首
㊨
c
m
t
．
k
p
u
・
芦
a
C
．
j
p
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